
第５章 施策の推進体制

県は、食品の安全・安心確保対策を推進するため、庁内の食品の安全・安心確保施

策を実施する部局等で構成する食品の安全・安心推進会議を設置し、総合的な調整を

図ります。 

また、県民の意見を施策に反映させるため、食品の安全・安心条例に基づいて長崎

県食品安全・安心委員会を設置し、計画の進捗状況を報告し、意見等を求めることと

しています。 

１．食品の安全・安心推進会議での総合調整

庁内の食品の安全・安心確保施策を実施する部局からなる食品の安全・安心推進

会議において、全庁的な総合調整を行い、計画を推進します。 

２．長崎県食品安全・安心委員会への報告

食品の安全・安心確保施策を円滑に推進し、かつ、県民の意見を施策に反映させ

るため、消費者団体、農業団体、漁業団体、食品営業者団体、食品製造・加工関係

者、食品流通関係者、学識経験者及び一般公募者で構成する「長崎県食品安全・安

心委員会」を設置し、計画の実施状況を報告するとともに意見等を求めます。 

３．進行管理及び実施状況の公表

毎年、食品の安全・安心推進計画に掲げる数値目標等に基づき進行管理を行い、

実施状況を公表します。 
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長崎県における食品の安全・安心確保の進め方 

食品の安全・安心確保 

食品の生産から消費までの総合的な安全・安心確保に関する施策を全庁的に推進 

長崎県食品の安全・安心条例に基づく推進計画の策定と実施 

◎県民生活部長が会長 

◎関係部長及び教育長から構成 

【検討事項】 

①条例に基づく施策の推進に関すること。 

②食品安全・安心施策の進行管理に関

すること。 

③食品に係る危機管理に関すること。 

④食品の安全・安心確保に係る関係部

局相互の協力に関すること。 

⑤食品の安全・安心確保に係る情報の

収集・提供のあり方に関すること。 

⑥その他食品の安全・安心確保に関して

必要なこと。 

◎食品安全・消費生活課長が代表幹事 

◎関係各課（室）長から構成 

【検討事項】 

①推進会議に付議すべき議案の調整 

②会長から命ぜられた案件の処理 

◎各関係所属員から構成 

【検討事項】 

緊急食品事故等の特定事案の調査、検討 

◎消費者団体、農業団体、漁業団体、

食品営業者団体、食品製造・加工関係

者、食品流通関係者、学識関係者、一

般公募者から構成 

【委員会の役割】 

①条例に基づく推進計画の策定や変更

に関する諮問についての意見答申 

②推進計画の実施状況に関する報告に

対する意見、要望 

③その他食品の安全・安心の確保に関

する施策、課題その他の重要な事項

について調査審議 

長崎県食品の安全・安心推進会議幹事会

長崎県食品の安全・安心推進会議長崎県食品安全・安心委員会

専門部会

意見・要望

助言

意見等聴取

検討指示

報告

議案の調整

案件の処理

調査・検討

報告 検討指示
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